
全
国
有
数
の
人
口
が
伸
び
る
ま
ち

　
本
市
は
、
2
月
27
日
に
合
併
15
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
化

と
向
き
合
い
な
が
ら
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
、
健
康
で
穏
や
か
に
、
安
全
か
つ
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
合
併
当
初
、
５
２
、
５
１
６
人
だ
っ
た
人

口
も
現
在
で
は
６
３
、
０
３
３
人（
令
和
２

年
12
月
末
現
在
）と
１
万
人
以
上
増
加
し
、

全
国
的
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
深
刻

化
す
る
中
で
、
本
市
は
人
口
が
増
加
し
て
い

る
数
少
な
い
自
治
体
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
口
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る

課
題
も
あ
り
ま
す
。
増
え
続
け
る
児
童
生
徒

の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小
学

校
・
中
学
校
の
新
設
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
増
設
な
ど
の
教
育
施
設
整
備
に
多
額
の
財

政
投
資
が
必
要
で
す
。

　
地
勢
的
に
は
熊
本
市
を
中
心
と
す
る
熊
本

都
市
圏
に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
の

９
割
近
く
は
市
街
化
を
抑
制
す
る
市
街
化
調

整
区
域
と
な
り
ま
す
。
こ
の
区
域
で
は
建
築

用
途
に
規
制
が
あ
り
、
商
業
施
設
の
建
築
が

難
し
い
こ
と
か
ら
店
舗
が
少
な
く
、
市
民
の

消
費
行
動
は
市
外
へ
向
か
い
、
せ
っ
か
く
の

人
口
増
加
も
地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
少

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
本
市
が
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
、
質
の
高
い

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
る
た
め
に
は
、
地
元

で
雇
用
を
創
出
し
、
経
済
の
好
循
環
を
生
み

出
す
都
市
基
盤
の
形
成
に
よ
り
、
財
政
力
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
平
成
24
年
に
重
点
区
域
土
地
利
用
計

画
を
定
め
、
国
や
県
の
協
力
の
も
と
、
平
成

28
年
に
杉
並
台
団
地
北
側
か
ら
県
道
大
津
西

合
志
線
ま
で
の「
竹
迫
地
区
」を
市
街
化
区
域

に
編
入
。
翌
29
年
に
は
大
規
模
商
業
施
設「
ア

ン
ビ
ー
熊
本
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
利
便
性
向

上
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
に
は
国
道
３
８
７
号
沿
い
の

黒
石
団
地
北
側
か
ら
御
代
志
駅
ま
で
の「
御

代
志
地
区
」に
つ
い
て
も
、
区
画
整
理
事
業

を
実
施
し
、
市
街
化
区
域
に
編
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
御
代
志
駅
周
辺
の
市
街
地

開
発
事
業
で
は
、
市
民
の
憩
い
と
交
流
の
場

と
な
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
整
備
し
、

“

市
の
顔”

と
な
る
場
所
を
創
っ
て
い
き
ま

す
。
平
成
31
年
３
月
に
は
、
合
併
以
来
の
念

願
で
あ
っ
た
北
熊
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
観
光
や
物
流
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
12
月
に
は
新
た
な

雇
用
と
産
業
の
場
を
創
出
す
る
た
め
、
元
西

合
志
庁
舎
を「
ル
ー
ロ
合
志
」と
改
め
、
健
康

づ
く
り
、
創
業
の
拠
点
、
そ
し
て“

稼
げ
る

市”

の
具
現
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
に
は
熊
本
県
と
大
分
県
を
結
ぶ

中
九
州
横
断
道
路（
合
志
～
熊
本
）が
事
業
化

さ
れ
、
全
線
開
通
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
交
通
の
利
便
性
向

上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
、
将

来
起
き
る
と
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
対
応
力
強
化
に

向
け
て
、
国
・
県
と
力
を
合
わ
せ
て
引
き
続

き
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

健
康
幸
福
都
市
こ
う
し
の
実
現

　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
本
市
は
、
東
洋
経

済
新
報
社
に
よ
る
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２

０
２
０
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
部
門
で
、
２

年
連
続
第
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
調
査
対

象
で
あ
る
全
国
８
１
２
市
区
中
で
も
25
位
と

な
り
、
全
国
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
都
市
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
多
様
化
す
る
社
会

の
中
で
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
健
康

で
幸
福
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち『
健

康
幸
福
都
市
こ
う
し
』を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　
ど
う
ぞ
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特集 市制施行15周年

健康幸福都市
次の時代へ
向けて

●問い合わせ先　企画課　☎２４８- １８１３15年間の主な出来事
H18.02 合志市誕生

　　 03 合志菊陽交番開所

H19.01 合志小学校　新校舎完成

H20.11 西合志中学校　新校舎完成

H22.02 バンクーバー冬季オリンピックに
本市出身の藤本貴大選手が出場

　　 04 自治基本条例の制定

　　 10 コミュニティバス運行本格開始

　　 12 人口　55,555人突破

H23.05 合併5周年記念
・合志市音頭完成
・NHKのど自慢
　合志市総合体育館メインアリーナにて開催

市議会議員定数削減（24人→21人）

H24.02 菊池恵楓園将来構想に基づき
園内に「かえでの森こども園」開所

　　 07 九州北部豪雨被害　

H25.02 須屋支所が須屋市民センター内に移転

　　 10 天皇皇后両陛下
農業研究センターと菊池恵楓園を訪問

H26.03 郷土の歴史マンガ
『カタルパの樹～合志義塾ものがたり～』完成

H27.04 『カタルパの樹』熊日出版文化賞受賞

こうし未来研究所設立

 05 市議会議員定数削減（21人→19人）

 06 住みよさランキング2015(九州・沖縄）
2年連続1位

 09 谷山佳菜子さんが市ふるさと大使
第1号に決定

H28.02 クラッシーノマルシェ　オープン

03 人口　60,000人突破

　04 熊本地震（4/14　合志市竹迫　震度5強）
　　　　（4/16　合志市竹迫　震度6強）

05 竹迫地区の一部（約65ha）を市街化区域に編入

　07 竹迫土地区画整理事業（アンビー熊本）着手

H29.06 住みよさランキング2017(九州・沖縄）１位

　07 合志マンガミュージアム　オープン

　07 平成29年7月九州北部豪雨

H30.04 熊本北合志警察署　新設

　05 分庁方式から庁舎一本化

08 御代志地区の一部（約49ha）を市街化区域に編入

　11 アンビー熊本　オープン

　12 大津植木線辻久保バイパス一部区間開通

H31.03 北熊本スマートインターチェンジ供用開始

　R1.06 住みよさランキング2019(九州・沖縄）1位

06 合併後　人口増加　10,000人突破

11 九州経済産業局との連携強化の合意（九州初）

　12 ルーロ合志　オープン

R2.03 中九州横断道路　
大津熊本道路（合志〜熊本）の事業化決定

04 新型コロナウイルス感染症に係る
緊急事態宣言　発令

　06 住みよさランキング2020(九州・沖縄）
2年連続1位

　09 川崎フロンターレとの協定を締結

R3.03 栄第2工業団地造成完了

04 合志楓の森小学校・合志楓の森中学校開校

　04 菊池環境工場　クリーンの森合志供用開始

R4.春 新御代志駅開業（予定）
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